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Design Tomato

本部伊江  瀬底  水納

沖縄本島「本部町」。

島の西岸を北上していくとコブ上に飛び出たところが本部半島。

近年絶好のダイビングポイントとして知られるこの海は、

それぞれ海底環境が全く異なる瀬底島、水納島、伊江島へアクセスが可能だ。

マクロ、癒しの砂地、豪快なドロップオフ、

どんなダイバーが潜っても楽しめる魔法の三角地帯、本部。

満を持してWEB-LUE初登場 !

沖縄本島

沖縄本島瀬底島

水納島

伊江島

本部半島
瀬底大橋

瀬底大橋から眺める景色は最高です

http://www.web-lue.com
http://ameblo.jp/nines-photo/
http://www.fiveocean.presen.to/
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伊
江

巨岩奇岩によって構築された海底要塞

芸術作品とも思えるような伊江島の地形群。カナン崎ドーム

Motobu-Ie
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　本部港を出発して30分程走ると伊江島のシンボルとい

えるタッチューが近づいてくる。ボートがポイントに近づく

に連れて水の色も淡いパステル調の色から、鮮やかな濃

紺に変わって行く。伊江島の海にエントリーすると目下に

広がるのは見事なまでに豪快に立ち上がったドロップオフ。

30mは楽に見えるだろうか?目が覚めるようなブルーに包ま

れながら断崖を飛ぶように泳ぐ。光芒と一緒に海底に吸

い込まれていきそうな、何とも言えぬ感覚だ。

　横穴、縦穴、洞窟、水路。あらゆる穴で遊びまわって

いると、ガイドの高野さんが「こっちこっち」のサイン。赤

い枝っぷりの良いヤギには極小のピグミーシーホース、隣

の黄色いヤギにはイエローのピグミーちゃん。こんな近くに

色違いのピグミーシーホースがいるんですねぇ。伊江島恐

るべし。しかし目が慣れてくるとここは豪快な地形だけでは

なく、マクロの被写体も次々に見つかるのである。アデヤ

カゼブラヤドカリなど美しいヤドカリも、ガイドが前もって見

せてくれた環境を探してみるといとも簡単に見つかってしま

うし、ウチワやヤギ、カイメンなども覗いてみればハゼやら

カニやらウミウシやら、ボロボロと自分で発見できる。ダイビ

ングの前半は地形を楽しみつつ後半はマクロウォッチング。

なんて贅沢なポイントなんでしょうね。

05/奇岩と高野さんを撮るMr.オチ

06/群青色の海底は抜群の透明度を
誇る

01/人気者のピグミーもスタンバイして
います

02/実は黄色い子も居るんです。じっ
くり探してみましょう

03/ ハナミノカサゴが高台からダイ
バーを見物していました

04/アデヤカゼブラヤドカリ。大きな穴
やオーバーハングに居ます

伊
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瀬
底

フォト派垂涎のマクロワールド

「TEGURI」の美しいユビエダハマサンゴの群生

Motobu-Sesoko

http://www.web-lue.com
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　本島本土から瀬底大橋によって繋がる瀬底島。ファイ

ブオーシャンの船が出港する本部港から目と鼻の先。船

があんまり得意じゃないという船酔いダイバーも安心の距

離感だ。この瀬底島では腰を据えてマクロ生物を楽しみた

い。ハゼがお好きな方にお勧めなのが港から一番近いポ

イント「唐泊」（とうるまい）。比較的深場に住んでいるはず

のヤシャハゼやヒレナガネジリンボウ、ヤノダテハゼなどな

ど人気どころがなんと12m程の超浅場にすむ規格外ポイン

ト。個体数も多いし、人慣れもしているので撮影し易さ抜

群なのである。アンカーのすぐ下にはトウアカクマノミのコ

ロニーもある。じっくり撮れるのが何よりも嬉しい。

　そして今回是非触れておきたいのが「ラビリンス」など

のちょっと深場の生物達。ガイドの高野さんに導かれズン

ズンと沖を目指して進む。辿り着いた先はキメの細かい砂

泥底。砂を巻き上げないように慎重に着底し辺りを見回す

……。すると居るわ居るわ。スジクロユリハゼ。少し暗い

海底にメタリックなブルーがそこら中で輝いている。夢中に

なって撮影するカメラマン。次 と々アカオビサンゴアマダイ、

アケボノハゼの幼魚、ズグロダテハゼ、ピンクダートゴビー

などなど発見してくれる高野ガイド。こんなにまで普段から

リサーチをしているとは……。やはりガイドの力は偉大です。

そして今回もう一つ驚いたこと。高野さんがおもむろに「ス

ミレナガハナダイのオスが凄くいっぱい固まって群れてい

るんだけど、あれって綺麗に撮れなかいかなぁ」とポツリ。

そんなこと言われたら行くしかないじゃないですか !という訳

で行ってきました見てきましたスミレの群れ。写真は後の越

智さんページに載せますが、本当に凄かった。あんな光景

初めて見ました。本部には何度も通って来ているが、まだ

まだ未知の世界があるんですね。本部恐るべし。

瀬底 フ
ォ
ト
派
垂
涎
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01/アケボノハゼの幼魚に初めて出
会いました

02/オオモンカエルアンコウとヒトデ。
擬態しあっているんでしょうか？（ラビ
リンス）

03/せっせと卵の世話をするトウアカ
クマノミ。（唐泊）

04/なかなか洒落た背景が好みのセ
ボシウミタケハゼ（STF）

05/サンゴの群生も年々大きく育って
きました。（STF）

06/深場の貴公子ピンクダートゴビー
なんかもいっぱいいます。

07/ 鮮やかな赤線が目印のアカオビ
サンゴアマダイ

08/チャツボボヤに擬態しているつも
りのヒナギンポ。い、色が違う……

Motobu-Sesoko
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水納 極上の安らぎがここにある。

水納島の水の色は船上から眺めるだけで幸せになれる

Motobu-Minna

http://www.web-lue.com
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Motobu-Minna

水
納

極上の安らぎがここにある。

01/アカテンイロウミウシ。水納島の
パステルブルーに良く映えます

02/イシガキカエルウオも気持ち良さそ
うです

03/遂に本部にもナカモトイロワケハ
ゼが出現しました

04/沢山いるキンギョハナダイもフォト
ジェニックです

05/でっかいアカウミガメが太陽に向
かって泳いでいきました

06/小ぶりな根にハナダイが乱舞する
水納の光景

07/水納ではウミシダやトサカを利用し
て写真を狙ってみたい

08/いや～。理屈抜きに気持ちいで
すよ

01

　そして最後に紹介するのが水納島。上空から見た形が

そう見えるので、別名クロワッサンアイランドとも呼ばれて

いる小さな可愛い島である。この島周辺のポイントの特

徴はまず水底が真っ白な砂地で、ハナダイが群れるパッチ

リーフが点在し緩やかなスロープが沖に向かって延びてい

るという感じ。ここの水の色を例えるならばラムネ色。実

際に潜ってもらえればわかるのだが、本当に明るい淡い

青。熱い沖縄の太陽を白い水底が跳ね返し下手をすれば

陸上よりも明るいかも?と思ってしまうほどだ。

　基本となるのは砂地の生物。ここでもヤシャハゼなどは

抜群にアプローチし易いイイ奴揃い。最短撮影距離目指

してジリジリ寄ってみてはどうだろうか?取材時に人気を集

めたのがペガサスの英名を持つウミテング。個体数はか

なり多いらしく複数のオスが一匹のメスを巡って争っている

姿が子供の頃遊んだ紙相撲のようで可愛らしかった。彼

等はかなり真剣なのでしょうが…。

　そして今回のサプライズな出会いがなんと言ってもナカ

モトイロワケハゼ。愛らしいイエローの体にグリーンの円ら

な瞳。空き瓶の中に産み付けられた卵の世話をせっせと

する姿はなんとも可愛らしい。優しい水色に包まれて可愛

いお魚と戯れる。心までもが癒される天然海エステサロン、

水納島。極上の癒しの空間をお試しあれ。
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　何を隠そう僕は一年のうちに数回は必ず本部を訪れて

いるハードリピーターである。なぜになぜにこんなにも本部

に惹きつけられるのか?それは僕の撮影スタイルというか

撮影の好みが本部の海にバッチリはまるからだろう。僕は

例えばマクロ撮影であっても「何かと何か」を一緒に撮る

という一つのテーマを持っている。「何か」というのはハッ

キリ言って何でも良い。スズメダイ、ハゼ、ウミウシ、ギン

ポ、甲殻類…。何でも良いのだが、その彼らが自然の中

で作り出す空気感、距離感、関係性、思考と撮影者側

の視点を動きのある一枚の写真で表現したい。そういう意

味でも本部の海は非常に写真が撮りやすい。各島ごとに

特徴は全く違うし、何より生物が多いからこそ「何かと何

か」というような写真を比較的簡単に撮ることが出来る。そ

れらは代表の高野さんを筆頭するファイブオーシャンのガイ

ド陣の眼力や調査努力によって導き出されている結果な

のだろう。そして何よりもファイブオーシャンは「あれ撮っ

て!これ撮って!」というスタイルではなく、のほほんと、放

置というかある程度自由に潜らせてもらえる空気が心地よ

い。僕にとっては沖縄のホームゲレンデとも言える本部の

海。「帰ってきた」と思える、居心地のいい海ってやっぱり

いいですよね。

き
ゅ
う
的

本
部
撮
影
術

Motobu

ヒトスジギンポの気持ち。私も華麗に泳ぎたいです

05/私、逆さまですけど何か？

06/あっちだっけ？こっちじゃない？

07/ウミシダが無いと生きていけない
んです

01/そろそろ仲直りしましょか？

02/兄さん、ちょっと聞こえてます？

03/卵の世話が忙しいんで、後にして
もらえます？

04/とぼけた顔してババンバン
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THE WONDER TRIANGLE
伊江  瀬底  水納 本部

Web-lue 2008. Autumn http://www.fiveocean.presen.to/

越智隆治＞＞＞ファーストインプレッション
水深40ｍのスロープに群れなす、スミレナガハナダイのオスに唖然！

ファイブオーシャンで潜った、
本部周辺の海

http://www.web-lue.com
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  「水中カメラマンで、本部で一緒に潜ったこと無い人は

珍しいですよ」と最初に言われた。それだけ、ファイブオー

シャンのオーナーガイドの高野さんは、多くの水中カメラマ

ンに、この海を紹介していきている。

　また、多くのプロ水中カメラマンやアマチュアカメラマン

が、本部をホームグランドにして潜っているのは、この海に

被写体としての魅力が沢山備わっているだけでなく、その

魅力を的確に提供するファイブオーシャンのスタッフの、水

中撮影に対する理解度の大きさにあると感じた。

　高野さんは、「俺たちについて来い！みたいな、ガイド主

体じゃない、あくまでさり気なくゲストのケアをしていく、そん

な店作りができたら」と語る。そのさり気無さが、水中撮影

をするゲストへの配慮にも生きている。ゲストが撮影に満

足するまで、彼らは次の被写体を考えながらも、先へ先へ

とゲストを促すことはほとんどしない。

　今回、一緒に潜った古見カメラマンも、またこの海を

ホームゲレンデのように潜っているプロの一人だ。それだ

けに、彼の撮影は僕自身大いに参考になったし、関心さ

せられた。今まで、彼がここを訪れたのは、ほとんど雑誌

の取材だったのだけど、シーズン的にもベストシーズン前と

いうこともあり、天候にあまり恵まれていなかったようだ。

　しかし、その悪天候が彼の写真に、独自の世界観（オ

リジナリティ）を生み出すことになったようだ。今回はそん

な古見カメラマンの独自の世界観で本部の海を紹介して

いる。しかし、僕も一緒に潜ったので、ほんの少しだけど、

特に自分が印象に残った本部の海をいくつか紹介したい。

＊

　まず、本部に来て自分で一番に確認したかったのは、

「沖縄の他の場所に比べて、水納島のハゼは、寄り易

い」という噂。ヤシャハゼやヒレナガネジリンボウなど、他で

は結構苦労して撮影していたので、期待してマーメイドとい

うポイントに潜った。早速ヤシャハゼを見

つけてもらうと、海底に這いつくばり、息

を殺して、慎重にジリジリとにじり寄って

行った。

　かなり接近して撮影する。パシャ！シャッ

ターを切り、ストロボが光る。まだ引っ込ま

ない……。ジリジリ、パシャ！……まだ引っ

込まない。もう少し、ジリジリ、パシャ・…

…、あれ？まだ引っ込まない……。よ～し、

もう少し、ジリジリ……、あれ？ピントが合

わない。

　気がついたら、100ミリマクロの最短撮

影距離の30センチよりも接近してしまい、ピントが合わせら

れない距離まで寄っても、まだ巣穴に引っ込まなかった。

　噂には聞いていたけど、ヤシャハゼがこれほど図太いと

は……。ヒレナガネジリンボウもヤシャハゼほどではないけ

ど、かなり接近して撮影することができた。

   「夏は、特に寄り易いんですよ」と高野さんが教えてくれ

た。水温の関係なのか、なんなのか？ハゼも暖かくて、気

が緩んでいるのだろうか。

　豪快な地形がウリの伊江島では、高野さんや古見カメ

ラマンをモデルにして、地形を撮影した。天気もよく、透

明度も高くて、巨大で複雑な地形をワイドで撮影するのに

は、最高のコンディションだった。

　ここで、多くのウミウシを発見。中にハングオフの天井

部分に、ダイバーが吐き出したエアがたまった場所近くで

ウミウシが移動していた。ちょっと角度を変えて色々見てい

るうちに、そのエアの部分がミラーのようになって、ウミウシ

を映し出していたので、体勢がつらかったけど、ちょっと撮

影してみた。伊江島には、こういうハングオフの場所が多

いから、こんな撮影も面白いかもしれない。

＊

　そして、最後にとっておきの場所に案内

してくれた。何度も訪れていた古見カメラ

マンもまだ潜ったことが無いというポイント

だ。それが瀬底島のラビリンスの水深40

ｍ付近のスロープに群れるという、スミレ

ナガハナダイ。群れているとは言っても、

最初に高野さんの話を聞いただけでは、

あまりピンときていなかった。「フィッシュア

イでも行けますよ」という言葉に、半信半

疑。僕はとりあえず17～40ミリのズームレ

ンズを装着して、エントリーした。

　エントリーポイトから多少距離があるので、ちょっと透明

度の悪い中層を沖へ向かってしばらく移動し、何を目印に

深度を下げたのかわからないのだけど、ピンポイントで潜行

を始めた。

　しばらくすると、眼下に、赤い魚の群れが見えてきた。

「うわ！本当に群れてるよ。こんなにスミレナガハナダイが

群れているの見たこと無い！」もう、そう思った途端に、僕

は撮影戦闘態勢に入っていた。

　いくら群れているとはいえ、一人で撮影したのでは、な

かなかスミレナガハナダイをまとめて撮影することは困難だ。

事前に打ち合わせしていた通り、両サイドから、高野さんと

古見カメラマンがハナダイを追い込んでくれて、まとまった

瞬間を狙って撮影を試みた。薄暗い海底で、群れなすスミ

レナガハナダイの真紅の体色がいかに鮮明に目に焼きつ

いたことか。

　古見カメラマンには、申し訳ないと思いつつ、早々に

撮影を済ませて、追い込み作業を彼と交代して撮影しても

らった。しかし、2番手だったこともあり、なかなか上手く撮

影できなかったようだった。エキジットしてからの、彼の表

情からも悔しさが読み取れた。水中カメラマンとしては、当

然のことだ。後日、彼の強い希望で、再度このポイントに

潜ったのは、言うまでもない。それほど、衝撃的なシーン

だった。

＊

  「どうせ取材に来るならベストシーズンに」と高野さんが薦

めてくれた、2008年7月下旬。少し前に通過した台風の

影響で風があった日もあったが、概ね晴れ。しかも、風が

回ってくれたおかげで、全てのポイントに潜ることができた。

　そして沖縄の夏を強く印象づけるのが、青い空に浮か

ぶ、真っ白な雲。特にぽっかりと浮かぶかわいらしいちぎ

れ雲は、色 な々ディスティネーションに取材に訪れているけ

ど、他では見たことがない。かなり昔、まだ自分が学生の

頃に訪れた沖縄で、知り合ったかわいらしい、女の子と別

れるときに撮影した記念写真。笑顔でカメラを見るその子

の頭の上には、ぽっかりとちぎれ雲が浮かんでいた。

　あれ以来、僕の頭の中に連想される沖縄の第一番目

に来るのは、空にぽっかりと浮かぶ、かわいらしいちぎれ

雲。その雲が見れただけでも、夏の沖縄に来れてよかった

な～と、感じた。

ファイブオーシャンで潜った、本部周辺の海
越智隆治＞＞＞ファーストインプレッション

信じられないくらい図太い神経のヤシャハゼ

空にぽっかり浮かぶちぎれ雲は沖縄以外ではあまり見ることはない

ハングオフの天井にたまったエアが鏡のよう
になり、写り込むウミウシ

http://www.web-lue.com
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遠山　勝彦さん　本部歴　3回

瀬底島、水納島、伊江島の3島を満
喫できる贅沢な場所です。バリエー
ションが豊富な海なので、いろんな
ニーズに答えられるスバラシイ海です
ね !スタッフは本部の海を知り尽くし、
あらゆるゲストのニーズに答えてくれ
ます。今回もビギナー～ベテランま
で、あらゆるゲストが訪れていました。
それが答えですね !あとランチ最高で
す !

安藤　由貴さん　本部歴　初回

時間の流れがのんびりしている感じ
がします。1本ごとにショップに戻って
これるのは本当に助かります。夜の
飲み会はちょっと注意かな?（笑）

田嶋　雅江さん　本部歴　2回

水納島の浅場の珊瑚が想像以上に
育っていてシュノーケリングでも楽し
むことが出来ました。大きく育って欲
しいです。スタッフとゲストの方々の
雰囲気が良く、とても居心地の良い
ショップでした。また行きたいです。

加藤　玲子さん　本部歴　2回

ファイブオーシャンはアットホームな
サービスだし何度も通いたくなる海
ですね。環境も美しいし生物も豊富
で楽しかったです。フォト派には絶対
オススメですよ!

崎谷　あゆみさん　本部歴　多数

本部はワイドもマクロも飽きない海で
すね !スタッフ全員のレベルが高いと
思います。

山崎　誠さん　本部歴　初回

島によって環境のバリエーションが
違って面白いですね～。ファイブオー
シャン最高 !

フェニックスよしばさん
本部歴　507回

本部は安心して、の～んびり、ま～っ
たり楽しめる気軽さがありますね。 
ファイブオーシャンはガイドの質や人
柄が良く、お客さんの笑顔が絶えな
いお店です。

新井　直久さん　本部歴　6回

本部は本当になんでもあるマルチな
海ですね。ファイブオーシャンはいつ
も安全に楽しく潜らせてもらえるので
信頼しています。

松本　真由美さん　本部歴　98回

3年前にファイブオーシャンと出会い
ました。私のダイビング人生を変えた
ぐらい素敵な出会いでした。これから
もこの出会いを大切にしたいと思い
ます。

莇　由衣さん　本部歴　7回

思い出たくさんの海です。ファイブ
オーシャンの愛犬ベンズが可愛い !

濱ちゃんさん　本部歴　初回

本部の海……。素敵です!俺の海だ
ぜ!ファイブオ－シャンのスタッフはとて
もナイスな人達ばかりで気持ちよく潜
れました。

関根　勉さん　本部歴　初回

マクロも地形も楽しめる海ですね。
ボートの使い勝手もよく、レベル分
けした少人数グループで潜らせてもら
えるので安心できました。1本ごとに
ショップに戻れるのも嬉しいです。

大嶋　清華さん　本部歴　10回

自分が自分らしくいられる海で、沢山
の素敵なダイバーと出会える場所で
す。ファイブオーシャン大好きです !

上　恵理子さん　本部歴　多数

本部は生物がいっぱいいるので全く
退屈しません。ファイブオーシャンの
皆さんいつもありがとうございます !

竹川　真生さん
本部歴　OW講習中

海が綺麗で今から潜るのが楽しみで
す ! 今回初めて来たのですが色んな
ゲストと仲良くなれました。

石田　勉さん　本部歴35回

本部の海はファンタジー!ファイブオー
シャンはグレイテスト!!

寺坂　祐美さん　本部歴　8年

まったりできるし、穴などにも入れるバ
ラエティー豊かな海です。スタッフの
対応は丁寧で水中でもしっかり見て
いてくれるので安心感があります。

五十嵐　絵里子さん　本部歴　2回

水納島の広い砂地が好きです。水
中で昼寝するのが夢なんです。ログ
付けがメチャメチャ楽しいですね～。

山本　由美子さん　本部歴　2回

マクロとワイドと両方楽しめるのが嬉
しいです。ファイブオーシャンは店が
広くて施設が充実してますね～ !

伊東　あゆみさん　本部歴13年

3つの島がそれぞれ個性的で魚が人
なつっこくて、写真を沢山撮らせて
くれるので楽しいです。ファイブオー
シャンは痒いところに手が届くショッ
プです。

G U E S T  V O I C E  i n  M o t o b u
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01/備瀬のフク木並木。古き良き沖縄の姿がここにあります　02/町を歩くといろいろな表情のシーサーを見かけます　03/３、２、１、ダぁ～～～～！！　04/サトウキビと青い空。沖縄の匂いが充満してます　05/崎本部名物ゴリラチョップ　06/こんな玄関
の家に住んでみたいです　07/高台から水納島を眺めてみました　08/突然のスコール後には虹の祝福がありました　09/本部に根付いて20年。パイオニアのファイブオーシャン　10/誰が来ても楽しませてくれる。全てにおいてレベルの高いガイド陣

素朴な町 本部で感じる沖縄のスナップ集

瀬底島

水納島

伊江島

本部半島

伊江島空港

沖縄本島

ダ イビ ン グ ス タ イ ル

基本午前1本、午後1本の2ダイブ。店の目の前の本部港から

乗船出航し、毎ダイブのインターバルにはショップに戻って休憩

を挟む。行くポイントは海況や生物出現状況などを考慮してス

タッフが当日判断する。全てのダイビングポイントで船はアンカー

リングされるので、潜降浮上はロープを持ちながらゆっくり行うこ

とが出来るのでビギナーでも安心だろう。自己管理が出来ること

を前提に、ゆっくりと撮影を楽しみたいというフォト派は、その旨

を事前に相談しておけば、水中でも適度な放置プレイガイド（?）

で潜らせてもらえるだろう。

ア ク セ ス
各地から那覇空港まで。那覇空港からファイブオーシャンの送

迎車に乗り込み約90分でショップに到着する。早朝の便で各地

を出発しておけば到着日の午後から2ダイブすることは十分に可

能である。

Shop Informat ion

ファイブオーシャン
創立20周年を迎えた本部の老舗ダイビングサービス。二隻のダ

イビングボートを駆使し、伊江島、水納島、瀬底島を縦横無尽

に駆け抜ける。数多くの水中カメラマンから厚い信頼を集める

代表の高野さん、本部ガイド歴10年のマネージャーの滝村さん

を筆頭に親切でキメ細やかなガイド陣が揃う。プロフェッショナル

からビギナーまで様 な々ダイバーに愛され圧倒的な支持を受ける

人気サービスだ。美味しい沖縄家庭料理のランチは絶品。宿

泊施設併設。店内無線LAN完備。予約は電話やHP内の予約

フォームから行うことが出来る。

〒905-0225
沖縄県国頭郡本部町字崎本部4755－1
TEL 0980-47-3022 FAX 0980-47-2085  http：//www.fiveocean.presen.to/

01 02 04

03 05 06

07 08 09 10

S n a p s h o t  o f  M o t o b u

http://www.web-lue.com

